
                                   平成 31 年 1 月 

静岡県作業療法士会 

西部地区会員各位 

       第 3 回西部地区事例報告会および座長募集のご案内 

                                  教育部西部地区 

謹啓 

 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

第3回事例報告会を以下の通り開催しますので、ご案内申し上げます。 

尚、事例報告会は、現職者共通研修の事例検討および事例報告のテーマに当たります。未

履修の方は、生涯教育手帳を持参の上、日付を記入し受付に提出して下さい。活発な意見交

換が出来ればと思います。 

謹白 

―記― 

１．開催日：平成31年2月20日（水）19：00- 20：30 

２．会場：すずかけヘルスケアホスピタル 

３．参加費：無料 

４．プログラム 

  18：30-受付開始 

  19：00-事例報告会 

 

  ①「MTDLPを用いて退院後の生活を見据えた介入をすることができた事例」 

     〇佐貝 拓郎 氏（JA静岡厚生連 遠州病院） SV：山本 紘也 氏 

 

   ②「不穏が著名なクライエントに対し、ADLと環境に関わり不穏が軽減した事例 

    -マズローの欲求階層説を用いて-」 

     〇高松 里衣 氏（浜松市リハビリテーション病院） SV:上杉治 氏 大塚亜依 氏 

 

   ③「重度の頸椎症性脊髄症患者への在宅復帰に向けた作業療法 

     -環境調整・家族指導を中心に食事動作・トイレ動作に関わった事例- 」 

     〇小田木 崇 氏（浜松市リハビリテーション病院） SV：秋山 尚也 氏  

 

④「高次脳機能障害によりADL介入に難渋した症例 

  -介護負担軽減を目的に行った更衣動作介入について-」 

     〇小出 苑実 氏（袋井市立聖隷袋井市民病院）  SV:鈴木 翔 氏 

  

  ⑤「重度の Camptocormiaに関して伊野介入 

    -姿勢が生活上に汎化するための要因の検討-」 

     〇吉田 純平 氏 （北斗わかば病院）  SV:松下太一 氏 宮野真伍 氏 

 

  ⑥「トイレで排泄がしたい 

    -オムツからの脱却によりその人らしい生活を獲得した症例-」 

     〇夏目 陽香 氏（袋井市立聖隷袋井市民病院） SV：森下 直彦 氏 

 

５．座長募集について（認定作業療法士に限る） 

平成 28 年度より認定作業療法士を対象とし座長の募集をしております。理由としては、

認定作業療法士更新要件の一つとして、「作業療法の啓発に関する社会的貢献（他団体事業へ

の参画、協会・士会の事業、原稿執筆、座長、論文査読など）」と記載されています。社会貢

献の機会を増やす目的とし教育部として事例報告会での座長の機会を設定させて頂きました。



座長の選定については、教育部規定に基づき決定したいと思います。座長を引き受けて頂い

た際は、講師ポイントの付与を行ないます。 

希望者は教育部アドレスに所属と名前を明記して送信してください。 

E-mail：otshizukyou@yahoo.co.jp 

〆切：2月12日（火） 

座長決定：2月15日（金）※応募者全員に結果を通知いたします。 

座長には抄録を添付致します。 

   

                  

６．参加申し込み方法 

静岡県作業療法士会ホームページ http:/www.otshizuoka.com/ 

    ※参加名簿の管理上、ホームページ上での事前登録をお願いしております。 

尚、参加については県士会員のみとさせて頂きます。（学生は可） 

 

 

７．その他 

  次回の事例報告会は 7 月に予定しています。 

発表希望者は是非ご検討下さい。多くの応募を期待しています。 

 

８．お問い合わせ先 

JA静岡厚生連遠州病院 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 萩原正寛 

Tel：053－401－0489（リハ科直通）E-mail：otshizukyou@yahoo.co.jp 


